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江戸時代250年にわたる禁教を乗り越えて信

仰を守り伝えた潜伏キリシタンの存在は世界

に大きな驚きとして伝えられ、日本でも固く閉じ

られていたキリスト教への扉を開けることになり

ました。

明治維新によって国際社会への扉を開けた

日本でしたが、江戸時代以来のキリスト教の禁

教を続ける方針に変わりはありませんでした。

しかし、発見されたキリスト教徒たちの多くが

弾圧されても信仰を棄てなかったこと、そして

弾圧に対する外圧が高まったことで、キリスト教

禁令を解くことになったのです。これをきっかけ

にカトリック、プロテスタントの多くの宣教師たち

が来日し、キリスト教の再宣教が始まりました。

世界にとっての「信徒発見」は、日本人にとっ

ての「世界の発見」にもなったのです。
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16世紀に日本人がキリスト教と初めて出会ってから、多くの外国人宣教
師が来日し、一時期は約60万人もの信者がいたとされます。多くの人や
物が出入りし、南蛮文化が花開きました。
ところが、キリスト教の広がりによって外国勢力の影響力や支配力が強
まることを恐れた豊臣秀吉は、宣教師の追放やキリシタンの処刑に踏み
切ります。17世紀初めに全国の支配権を確立した徳川幕府も禁教を徹底
し、宣教師を追放し、教会を破壊し、信者を処罰し、キリスト教を信じること
も布教することも厳しく禁じたのです。

絵踏みの様子（パブリックドメイン）
信者であるかどうかを確認するために、キリストや聖母の像を踏ませること。キリシタンが多
かった九州諸藩で実施されたが、「内面でキリスト教を信仰さえすればよい」という考えが広
まって、次第に効果は上がらなくなった（「踏み絵」と呼ばれることもあるが、「踏み絵」は本来
「絵踏み」に使われる道具のこと）。



1597年2月（慶長元年12月）に豊臣秀吉の命令で処
刑された6人の外国人宣教師と20人の日本人修道
士、一般信徒。日本で最高権力者の命令でキリスト教
の信仰を理由に行われた最初の処刑でした。1862年
にカトリック教会によって聖人に認定されたことから「日
本26聖人」と呼ばれます。
カトリック教会では、古代ローマ時代からこのような困
難な状況で命をかけて信仰を貫いた人々を「殉教者」
（信仰の証人）と呼びます。日本における大勢の殉教は
ヨーロッパに大きな衝撃をもって伝えられ、多くの物
語、絵画、演劇などが作られ、日本は「殉教者の国」と
して世界に知られることになったのです。
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幕府の命令で各藩は領内のキリスト教徒の一斉摘発（「崩れ」と呼ばれる）を
行いました。信者かどうかを確認するために「絵踏み」が行われ、信者は処刑さ
れたり、過酷な拷問によって棄教を迫られたり、獄中生活や拷問の結果として
命を落としたりする場合もありました。さらに幕府は「五人組制度」という自治
組織や、キリスト教徒でないことを寺に証明させる「寺請制度」などを活用して
監視体制を強化し、また多額の報奨金によって信者を密告させました。これほ
ど徹底した宗教弾圧は世界でも珍しいものと言われます。
17世紀末以降は、全国的には信者の数は激減しましたが、長崎など一部地
域では、信者たちが表向きはキリスト教信仰を隠して生活しながら、独自の儀
式や教典や祈りを秘かに守り伝え、信仰生活を続けました。これらの人々を
「潜伏キリシタン」と呼びます。

日本26聖人殉教図（パブリックドメイン）
1635年頃、海外に逃れた日本人キリシタン画家によって書かれたものと推定されている。

浦上のキリシタンの用いていた教会カレンダー（「日繰」）（1868年）
（カトリック浦上教会歴史委員会『浦上キリシタン資料』より）

浦上のキリシタンたちは、教理書、聖書物語、祈りや信仰告白の言葉、洗礼や告解など
の儀式の方法等とともに、教会暦も受け継いでいた。「日繰」と呼ばれたカレンダーには
西暦の年号と旧暦の日付が記され、主日（日曜日）と聖人の祝日などが示されている。
画像は1868年11月のカレンダーで、12日に「御主キリシト様御誕生」と記されている
が、これは太陽暦では12月25日（クリスマス）に合致している。
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1

切支丹屋敷跡（文京区小日向）
禁教令下でキリシタンを取り締ま
る宗門改役の屋敷を、宣教師やキ
リシタンの収容施設として用いた
もの（1646年から18世紀末まで
用いられた）。1709年（宝永6年）
に潜入した宣教師シドッティが収
容され、新井白石から尋問を受け
た（新井白石『西洋紀聞』）。シドッ
ティが身の回りの世話をしていた
夫婦を改宗させたことから、全員
が投獄され、獄死した。

3

伝馬町牢跡地（中央区小伝馬町）
多くの宣教師やキリシタンが
投獄され、拷問を受け、牢内
で獄死したり、処刑されたり
した。中央区まちかど展示館
に小伝馬町牢屋敷展示館が
ある。

6

ジュゼッペ・キアラ神父の墓碑（調布市）
1643年（寛永20年）に日本潜
入したイエズス会士。拷問を
受け、棄教し、後の切支丹屋
敷に幽閉され、1685年（貞享
2年）に死去。遠藤周作の『沈
黙』のモデル。墓碑は当初、
小伝馬町に近い浄土宗の無
量院に建てられたが、明治に
なって雑司ヶ谷墓地に移され
た。1943年（昭和18年）にこ
れをサレジオ会の司祭が引
き取り、現在は、調布のサレ
ジオ神学院内にある。

2

浅草・鳥越きりしたん殉教記念碑
（台東区浅草橋・カトリック浅草教会内）

1613年（慶長18年）将軍徳
川秀忠による禁教令のもと
浅草鳥越の施療院内の教会
建設に関わった信者たち28
名が、小伝馬町の牢内や鳥
越刑場で処刑された。

4

芝口札の辻処刑跡地
（港区三田・三田ツインビル敷地内）

1623年（元和9年）将軍徳川
家光の命により、50名のキリ
シタンが見せしめのため、市
中引き回しの上、交通の要
所である札の辻で火刑に処
せられた（元和の大殉教）。
以後約20年間で100人以上
がこの場所で処刑された。な
お、カトリック高輪教会にも
記念碑がある。

5

長谷寺境内のキリシタン墓碑（港区西麻布）
曹洞宗永平寺別院の長谷寺（ちょうこくじ）境内墓地に３基のキリシタン墓碑がある。被葬
者が特定できないか、あるいはキリシタンであったかは不明であるが、形状が島原半島な
どのキリシタン墓碑に酷似していることから推定されている。

（①～④、⑥の写真はいずれも『潜伏キリシタン図譜』（かまくら春秋社発行）より）
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幕府による厳しい禁教政策によって、公
的には国内にキリスト教信者は存在しな
いとされましたが、実際にはもともと信者
数の多かった長崎や五島列島には多く
の潜伏キリシタンがいて、江戸時代の終
わりまで信仰を守り抜きました。信仰生
活を指導する司祭など聖職者がいない
中で、200年以上も信仰を維持したこと
は世界でも珍しいことです。
1858年の安政の五カ国条約によって、
長崎が開港地の一つとなり、外国人の
居留が認められると、滞在するフランス人
のためのカトリックの聖堂として大浦天
主堂が建設されました（1865年2月19日
献堂式）。珍しい「フランス寺」には多くの
見物人が訪れましたが、その中に浦上
のキリシタンたちも混ざっていました。ある
日、天主堂を訪れた数名の女性が、主
任司祭のベルナール・プティジャンに信
仰告白を行ったのです。

創建当時の大浦天主堂（『潜伏キリシタン図譜』より）

1864年（元治元年）竣工。長崎の外国人居留地のフランス人のために建設された。国内に
現存する最古のキリスト教建築である。1875年～1879年に増改築され、現在の姿（下の
写真）になった。国宝。
1865年3月17日（元治2年2月12日）、天主堂を訪れた数人の女性たちは、「サンタ・マリア
（聖母マリア）の御像」のありかを尋ね、「ワレラノムネ、アナタノムネトオナジ」（私たちの信
仰はあなたの信仰と同じです）と申し出たという。聖母像について尋ねたのは、カトリック
の信仰を持つことを確かめるためであった。その後も、信者たちが訪れ、司祭が独身であ
ること、ローマ教皇の権威を認めることなどを確認した。カトリックをプロテスタントと区別
するこれらの知識も伝承されていたのである。

ベルナール・プティジャン（1829-1884）（© IRFA）
パリ外国宣教会司祭。1862年（文久2年）に来日。
横浜、ついで長崎で居留外国人のための教会の
ために働き、潜伏キリシタンと出会った。日本のカ
トリック教会を統括する最初の司教の一人となり、
司祭の養成や教理書の出版などにより教会の基
礎を築いた。

現在の大浦天主堂（『潜伏キリシタン図譜』より）
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江戸幕府の禁教令を周知していた宣教師たちは、初
めは秘かに信者たちの指導を始めましたが、やがて
信者たちが寺請制度に従わず、仏式の葬儀を拒否す
るようになったことで、問題が発覚します。1867年7月
（慶応3年6月）、長崎奉行によって浦上のキリシタンの
一斉逮捕が行われ、厳しい取り調べや拷問による棄
教の強制などが行われました（浦上四番崩れ）。日本
では、キリシタンを処刑すると「殉教者」として崇敬さ
れ、かえって信仰を強めてしまうと考えられており、過
酷な拷問で棄教（「改心」）を迫るという方法が一般的
でした。
その後幕府は崩壊しますが、新政府も1868年4月
（慶応4年3月）「五榜の掲示」を掲げ、その中で改めて
キリシタン禁制を布告しました。五島列島などで厳し
い弾圧が行われ、また浦上の信者たち約3,400人の
キリシタンが全国の諸藩に配流されることになります。
キリシタンに対する対応や待遇は藩ごとに違いはあり
ましたが、拷問により棄教を迫る場合もありました。
中でも、浦上の信者の指導者たちとその家族合わせ
て153名が配流された津和野藩では、棄教を説得し、
6人が応じましたが、残りは棄教しなかっため、氷の
張った池に裸で投げ込む、三尺牢に閉じ込めるなどの
過酷な拷問が行われたのです。過酷な扱いは、諸外
国の抗議を受けた政府の視察が行われたことで緩和
されましたが、それまでに津和野では乳幼児を含む
37名が衰弱や病気で命を落としました（全国に配流
された浦上のキリシタン全体では帰郷を許されるまで
に、病気や粗悪な栄養状態・衛生状態のために600
人以上が死亡しています）。過酷な状況で自分や家族
の命を守るために「改心」を表明した者も、少なくあり
ませんでしたが、彼らの多くも解放後には信仰に戻り
ました（「改心もどし」）。

乙女峠マリア聖堂と乙女峠まつり
1951年に光琳寺の跡地に聖母マリア
と37人の殉教者に捧げる聖堂として建
立された。毎年5月3日には殉教者を偲
ぶ「乙女峠まつり」が行われ、県内外か
ら約2,000名が訪れミサが行われてい
る。（写真はいずれも津和野カトリック
教会提供）

浦上キリシタン配流地別人員表（片岡弥吉全集I 『日本キリシタン殉教史』（智書房発行）より）
浦上地区の全人口の約6割にあたる3,394人が全国24藩に配流された。
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浦上のキリシタンの大量逮捕は直ちに諸外国の知ると
ころとなりました。長崎奉行所や大阪城にいた将軍慶
喜のもとを各国の公使や領事が訪れて抗議しました
が、幕府は内政問題であるとの立場をとりました。一方
で、外交問題に発展することを恐れ、穏便に済ませる意
向も表明したものの、実際には長崎で過酷な取り調べ
や拷問がなされていました。
新政府が引き続きキリシタン禁制を維持することが明
らかになると、諸外国からの抗議も続きました。それにも
かかわらず、キリシタンの配流が実施されため、抗議活
動は更に広がり、欧米各国でも新聞などで取り上げら
れ、世論も高まりました。特に1871年末から、不平等条
約改正交渉のために米欧12カ国を歴訪した岩倉使節
団は、行く先々で各国政府からこの問題を取り上げら
れ、善処を求められたのです。
これらの外圧が条約改正の妨げになりかねない、ま
た、揺るぎない信仰者たちの態度から弾圧に効果がな
いと考えた政府は、1873年（明治6年）2月には、キリシ
タン禁制の高札を撤去したものの、キリスト教布教の解
禁や信教の自由を認めたわけではありませんでした。し
かし、これを受けて、カトリッ
ク、プロテスタントの宣教師
たちの活動が広がっていっ
たのです。

London Evening Standard紙
（1870年3月19日）の記事
（British Newspaper Archiveより）

イギリスの庶民院（下院）で、新政府によ
る長崎からのキリシタンの追放につい
て、英国政府が把握している情報や在日
本公使パークスの対処を尋ねる質疑が
あったことを伝えている。

London and China Express紙（1870年3月11日）の記事
（British Newspaper Archiveより）

長崎のキリシタン迫害について伝え、「他の多くの点で非常に寛大で啓蒙的な姿
勢を示している政府が、この件に関しては、理性と人道性の両方に頑固に耳を貸さ
ないのは、理解に苦しむ」と論評している。


